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呼吸器の病気
Respiratory disease

きゅうせいこきゅうふぜん

急性呼吸不全・ARDS

H-01  呼吸不全

【急性呼吸不全とは】

呼吸では、空気中の酸素を血液に取り込み、体

内で産生された二酸化炭素を血液から呼気に排出

します。通常、動脈という体の各臓器に酸素と栄

養を運ぶ血管の中にある血液には酸素分圧とし

て100mmHg程度の酸素が存在します。酸素のほ

とんどは赤血球という細胞の中にあるヘモグロ

ビンに結合しています。酸素分圧が60mmHg未

満になると様々な組織や臓器に悪影響が生じるの

で、何らかの原因によって動脈血中の酸素分圧が
60mmHg以下になる病態を呼吸不全と定義して

います。呼吸不全のうち、比較的短い期間で急速

に起こってきた場合を急性呼吸不全と呼びま

す。また、呼吸不全は、血液中の二酸化炭素分圧

が正常か低下しているⅠ型呼吸不全と、増加して

いる Ⅱ型呼吸不全とに分けて考えます。二酸化炭

素の

排出は肺胞に出入りする空気の量（換気量）によ

り決まるので、二酸化炭素分圧が体内に貯まって

いるⅡ型呼吸不全とは、様々な要因で換気量が十

分でなくなっている状態と考えられます。

【急性呼吸不全の原因疾患】

急性呼吸不全の原因疾患には様々なものがあり

ますが、肺炎や後述するARDS、急性肺血栓塞栓

症、自然気胸などが代表的です。また慢性閉塞性

肺疾患（COPD）や間質性肺炎が感染や心不全な

どの合併を契機に急性増悪することもあります。

【急性呼吸不全の治療】

急性呼吸不全の治療は大きく分けると、酸素吸

入や人工呼吸など呼吸を補助する治療と、呼吸不

全を起こした元の病気に対する治療とに分けられ

ます。酸素は生命の維持に不可欠なので酸素投与

は必須となります。ただし、Ⅱ型呼吸不全の患者
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『症状から』 対応方法などを Q&A 形式でお答えします。『疾患別』に症状や、診断・治療方法を解説しています。

※ここに書かれている内容は、あくまで一般的なものであり、必ずしも貴方の病気にあてはまらない事も
ありますので、この内容を参考にし、呼吸器の専門医の診察を受けてください。
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に大量の酸素投与を行うと呼吸が止まってしまう

ことがあるので、注意が必要です。

【ARDSとはどんな病気ですか？】

ARDSは急性呼吸促迫症候群（きゅうせいこ

きゅうそくはくしょうこうぐん、Acute Respira-

tory Distress Syndrome）の略語で、単一の病気

ではなく、様々な原因によって生じる症候群です。

2012年に発表された現在の定義では、（1）１週間

以内の経過で急に発症している、（2）低酸素血症

が明らかである、（3）胸部エックス線やCTスキャ

ンで両肺に異常な影がある（図）、（4）心不全が原

因ではない、とされています。誘因となる“基礎

疾患”は、肺に直接ダメージを与えるものと、そ

うでないものとに分けられます。前者で頻度の高

いものには、肺炎や胃内容物の誤嚥があり、後者

の代表的なものは敗血症です。敗血症は、血液中

に細菌そのものや細菌に由来する毒素などが入

り、様々な臓器がダメージを受ける状態を指しま

す。ARDSを起こした肺では、基礎疾患に伴って

活性化した好中球（白血球の一種）から細胞や組

織を傷つける活性酸素や蛋白分解酵素が放出され

ると考えられています。肺胞や毛細血管の細胞が

ダメージを受けた結果、血液中の水分や蛋白がに

じみ出て、肺胞にひどい浮腫を起こします。

【ARDSの治療法はありますか？】

ARDSの治療に関しては、呼吸管理を中心とす

る全身管理と薬物療法の2つに分けられます。低

酸素血症を改善させるためには気管に入る空気に

圧力をかける必要があるため、気管チューブやマ

スクを使った人工呼吸管理を行います。また敗血

症や肺炎など原因となっている細菌感染症に対す

る抗菌薬療法や全身管理を行う目的での水分や栄

養の管理を行います。薬物療法ですが、残念なが

らARDS患者の生存率改善につながるような薬剤

は現在まで知られていません。
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